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論　　文　　の　　要　　旨
　本論文はショウジョウバエを用いて，交配前隔離の1つである性的隔離の成立要因を行動学的に調
べ，その要因に関する遺伝解析を行い，性的隔離の形成過程を明らかにすることを最終目標とした研
究に関するものである。まず日本を含む東アジアに同所的に生息するカオジロショウジョゥバエ類4
種相互の聞に存在する性的隔離は雌の種認識に依存しており，その際雌は求愛歌によって雄を判断し
ていることを行動学的に示した。さらに，求愛歌を音響学的に解析して求愛歌を特徴づける重要なパ
ラメーターを見いだし，このパラメーターを組み含わせて作製した人工的求愛歌をハエに与え，カオ
ジロショウジョウバエ類の性的隔離の成立要因を明快に示すことに成功した。加えて，求愛歌の遺伝
学的解析を行い，それに基づいてカオジロショウジョウバエ群の性的隔離機構の進化について論じた。
　著者は4種それぞれについて2つずつの異なった系統を用い，可能な全ての組み合わせについて種
問および種内交配における配偶行動を観察した。観察の結果，雄は別種雌に対して同種に対するのと
同様頻繁に交尾試行をするが，雌は別種雄を強く拒絶することを示し，種の識別に雌が重要な役割を
はたしていることを明らかにした。この際，雌は雄から発せられる求愛歌を受信し，種を識別してい
る可能性が高いと考えられたので，翅を切除した雄と正常の雌，あるいは端刺（音の受容器）を切除
した雌と正常の雄，の聞で交尾が行われるかどうかをテストした。その結果，同種間の交配では求愛
歌がないと交尾率が低下したが，別種間の交配では反対に求愛歌があると，求愛歌がない場合より低
い交尾率を示した。これらの事実は別種より発せられる求愛歌は雌の拒絶反応を引き起こすことを示
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すと考えられている。著者の解析方法は、求愛歌を録音し，どのパラメーターが重要であるかを検討
してパルス間問隔にのみ種特異性があることを発見し，特定のパルス間間隔を持つ人工的に作った求
愛歌を雌に与えつつ翅を切除された雄を配して配偶行動を観察するというものであった。その結果は
同一の雌雄の組み合わせであっても，パルス間間隔が同種タイプである求愛歌を与えた場合は，別種
タイプのものを与えた場合より交尾率が高く，雌が拒絶することが少なかった。この実験結果は種特
異的なパルス聞聞隔が種の識別信号として用いられていることの直接証拠である。次にパルス聞間隔
の遺伝的解析を行うため，求愛歌の異なる2種の交配から，染色体置換法により染色体構成の異なる
雄を作製し，その求愛歌を測定したところ，パルス聞間隔は少なくとも2つの常染色体に支配されて
いることが判明した。
　以上の研究に基づき，著者はカオジロショウジョウバエ類における性的隔離は雌による交尾の拒絶
に起因するもので，雌は求愛歌のパルス間聞隔を識別して，その雄が同種のものか別種のものかを判
断し，別種と判断した場合にはその雄を拒絶するのであると結論した。さらにこの4種が分化する過
程をパルス間間隔から類推し，雄の発する求愛歌のパルス間間隔の分化につれて，雌側のパルス間隔
識別能力（種識別能力）も対応して分化してきたものであろうと考察している。
　なお，著者は研究の一部を2編の参考論文として発表している。
審　　査　　の　　要　　旨
　種分化の要因となる生殖的隔離は，交配前隔離と交配後隔離の2つに大きく分けられる。交配後隔
離については多方面から研究されているが，交尾そのものが成立しない交配前隔離について見ると，
現象の報告例は多数あるにもかかわらず，その機構の解析はほとんど進んでいない。種分化の機構を
明らかにするにあたって，著者はカオジロショウジョウバエ類が実験室での飼育や交配が困難である
という技術的難点を克服し，性的隔離の程度が近縁4種で相互に少しずつ異なる利点を生かして種分
化の研究材料とした。本研究は，雄の無差別に近い交尾試行に対して，雌の拒絶行動が種識別の鍵を
握っていることを初めて明らかにし，さらに雌は雄の発する求愛歌の成分のうち，パルス間問隔をシ
グナルとして利用していることを，人工求愛歌に対する雌の反応によって証明することに成功した。
本論文は一性的隔離の研究に新しい方法論を提案したものであり，今後の研究方向に新たな指針を与え
るものとして高く評価できる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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